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アジア の窓
　
中
国
は
、
世
界
各
地
で
経
済
協
力
を
活
発
化
さ
せ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ー
ダ
ン
、
イ
ラ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
人
権
や
核
開
発
疑
惑
な
ど
問
題
の
あ
る
国
へ

の
資
源
獲
得
を
狙
い
と
し
た
協
力
が
行
わ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
南
太
平
洋
島
嶼
国
や
ア
フ
リ
カ
へ
の
経
済
協

力
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
公
的
な
デ
ー
タ
の
発
表
が
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
実
態
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　
中
国
の
対
外
経
済
協
力
は
、
歴
史
的
に
は
１
９
５
３

年
か
ら
開
始
さ
れ
、
当
初
は
ア
フ
リ
カ
向
け
が
多
か
っ

た
。
小
島
麗
逸
教
授
は
、「
中
国
は
１
９
６
０
年
代
に

対
ア
フ
リ
カ
援
助
を
急
増
さ
せ
た
が
、
１
９
７
１
年
９

月
に
国
連
加
盟
が
認
め
ら
れ
る
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
利

用
す
る
目
的
を
果
た
し
た
た
め
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
経
済

援
助
外
交
は
急
速
に
縮
小
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
あ
か
ら
さ
ま
な
国
益
重
視
の
戦
略
的
な
援

助
が
現
在
も
方
針
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
透
明
性
が

欠
如
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
戦
略
的
意
図
も
推
測
す

る
ほ
か
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
へ
の
協
力
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
デ
ー
タ
な

ど
様
々
な
デ
ー
タ
を
総
合

的
に
み
る
と
近
年
、
多
様

な
協
力
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
格
好
の
例
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
あ
る
。
西
側
諸
国

が
経
済
制
裁
の
た
め
人
道
支
援
を
除
い
て
援
助
を
行
え

な
い
状
況
下
で
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
援
助
を
拡

大
し
て
き
た
。
民
主
化
問
題
、
人
権
問
題
で
経
済
制
裁

を
受
け
、
人
道
援
助
以
外
の
援
助
を
日
本
お
よ
び
欧
米

諸
国
か
ら
受
け
ら
れ
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
り
中
国
の

経
済
協
力
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　
中
国
は
、
２
０
０
２
年
９
月
に
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
た
め
に
借
款
を
供
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
０

３
年
２
月
の
タ
ン
シ
ュ
エ
議
長
の
訪
中
時
に
２
億
ド
ル

の
借
款
供
与
を
表
明
し
、
６
月
に
供
与
し
て
い
る
。

　
中
国
企
業
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
電
所
建
設
に
積
極
的

に
機
材
供
与
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
企
業
が
関
与

し
て
い
る
発
電
所
の
能
力
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
電
能
力

の
３
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
海
洋
油
田
開
発
に
中
国
企
業
は
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
、
国
営
石
油
会
社
３
社
は
12
鉱
区

の
権
益
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
雲
南
省
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
を
結
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
想
が
あ
り
、
２
０
０
５

年
に
中
国
企
業
が
計
画
を
提
出
し
て
い
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
以
外
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
経
済
協
力
が
行
わ
れ

て
い
る
。
中
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
を
凌
駕

す
る
世
界
の
大
国
で
あ
り
、
政
治
経
済
面
の
影
響
力
は

格
段
に
強
ま
っ
て
い
る
。
投
資
に
つ
い
て
は
、
２
０
０

４
年
か
ら
詳
細
な
公
的
な
デ
ー
タ
が
国
家
統
計
局
と
商

務
部
に
よ
り
公
表
さ
れ
始
め
た
。
経
済
協
力
に
つ
い
て

も
情
報
が
開
示
さ
れ
、
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
石
川
幸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

透
明
性
望
ま
れ
る
中
国
の
対
外
協
力

○
第
26
回
公
開
講
座
「
中
国
の
台
頭
を
ア
ジ
ア
は
ど
う

　
み
る
か
」
は
、
６
月
３
日
よ
り
７
月
１
日
ま
で
毎
週

　
土
曜
日
に
５
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
時
で
し
た

　
が
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
毎
回
２
０
０
名
前
後
の
受

　
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
活
発
で
最
後
ま

　
で
熱
心
に
聴
講
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
度
は
次
の
７
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
い
た
し
ま

　
す
。
①
中
国
企
業
制
度
の
研
究
、
②
日
中
間
知
的
所

　
有
権
を
め
ぐ
る
経
済
紛
争
に
関
す
る
実
証
研
究
、
③

　
中
国
の
台
頭
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
Ⅲ
、
④
東
南
ア
ジ

　
ア
諸
国
に
お
け
る
地
域
開
発
の
新
潮
流
、
⑤
ア
ジ
ア

　
に
お
け
る
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両
立
は
可
能
か

　
…
中
国
と
イ
ン
ド
を
中
心
に
、
⑥
東
ア
ジ
ア
に
お
け

　
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際
化
教
育
、
⑦
ア

　
ジ
ア
の
文
化
、
と
く
に
思
想
・
宗
教
・
言
語
の
多
様

　
性
の
研
究
（
そ
の
３
）

○
ア
ジ
ア
研
究
所
の
最
近
の
刊
行
物
は
、
ア
ジ
ア
研
究

　
所
叢
書
「
中
国
の
台
頭
と
日
本
」（
１
２
０
０
円
）、

　
ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
第
32
号
で
す
。
紀
要
は
、
①
ア

　
ジ
ア
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
お
け
る
　
競
争
優

　
位
性
、
②
始
動
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
、

　
③
大
連
市
の
金
型
メ
ー
カ
ー
の
叢
生
と
地
域
産
業
国

　
現
代
文
学
に
お
け
る
留
学
生
像
、
な
ど
の
５
論
文
を

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り


